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議
会
だ
よ
り

2014年
６
月
定
例
会

９月３日
開会予定です

本会議・委員会は、

どなたでも傍聴できます

６月議会の傍聴者は 58 人でした。

（男性：51 人・女性７人）

次回定例会の予定
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　例
幣
使

　今
は
通
ら
ぬ

　う
ら
み
ち
か

︵
詠
み
人

　の
り
ゆ
き
︶

　
入
梅
の
前
日
、
散
歩
の
途
中
で
工
事

中
の
東
毛
広
域
幹
線
道
路
に
入
っ
て
み

ま
し
た
。
さ
す
が
に
４
車
線
は
幅
広
く

感
じ
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
文
化
と
富

を
運
ん
で
く
る
の
か
、
そ
ん
な
思
い
に

駆
ら
れ
、
西
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

　
北
部
公
園
に
あ
る
砂
町
遺
跡
は
、
律

令
制
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
古
道
（
東
山

道
）
で
す
。
今
か
ら
１
２
０
０
年
も
前

の
出
来
事
で
す
が
、
幅
6.5
メ
ー
ト
ル
〜

7.5
メ
ー
ト
ル
の
両
側
に
側
溝
が
つ
い
た

道
路
が
、
浅
間
山
に
向
か
っ
て
走
り
抜

け
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の
古
道
に

ロ
マ
ン
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
の
9
月
、
古
道
か
ら
南
に

1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
位
置
に
、
東

毛
広
域
幹
線
道
路
（
国
道
３
５
４
号

バ
イ
パ
ス
）
が
開
通
し
ま
す
。
浅
間
山

に
向
か
っ
て
走
り
抜
け
る
こ
の
道
路
に

よ
っ
て
、
玉
村
町
が
飛
躍
的
に
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
れ
か
ら
大
き

く
変
わ
っ
て
い
く
玉
村
町
を
、
議
会
の

視
点
で
随
時
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご

愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　　　凧揚げを通じて
　　　　　人と人の活発な交流を！　　　聞いてき

まし
た

みんなの

広
場

 ㉔

会を結成したきっかけは？

子どもの健全育成のため、1993年（平成５年）に
町の青少年育成補導推進員の経験者たちで会を立ち
上げました。『凧揚げを通じて、人と人の交流を活発
にしたい』が、会の趣旨です。

どんな活動をしているのですか？

毎年冬季に、前橋商工会議所・群馬県昭和村・赤城
凧の会がそれぞれ主催する『凧揚げ大会』に参加し、
持参した大凧を揚げています。以前は、東部スポー
ツ広場で年１回の大凧揚げ大会を開催したり、児童
館や公民館、文化センターで親子のための凧づくり
教室なども開催していました。

今後の活動予定は？

今年度から、玉村町住民活動サポートセンターぱる
に参加し、『親子凧づくり教室』『凧揚げ大会』など
を計画しています。
昔の遊びを継承し、
親睦をはかる行事
に貢献できるよう、
頑張ります。

会員の皆さんは？

現在10人を中心に活動しています。
新会員を随時募集
していますので、興
味のある方はご連
絡ください。

今回は「玉村町凧の会」を笠原則孝委員が取材しました

活動に対するお問い合わせは、
事務局　金久保修二郎さん（TEL 65-7989）まで


